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論文内容の要旨
本論文は，半導体プラズ、マによるマイクロ波の光制御法に関する研究の成果をまとめたもので，全文は次の 5 章に
より構成されている O
第 1 章では，本研究の背景と目的，およびその内容の概略について述べている O
第 2 章では，マイクロ波結合線路の結合度を効率よく光制御する方法として，線路に導波される偶モード，あるい
は奇モードのいずれか一方のモードのみを集中的に光制御する方法を提案し 提案手法が光照射時の線路の減衰特性
の改善と他路線との整合性の向上に有効であることを スペクトル領域法を用いて理論的に明らかにしている。
第 3 章では，マイクロストリップ開放終端線路に発生する定在波電流分布を光制御のパラメータとして取り入れる
方法を提案し，その応用例として通常は帯域阻止特性を示し，光照射時には帯域通過特性を示すような光制御マイ
クロ波フィルタを取り上げその理論的特性を差分時間領域法により明らかにしているO
第 4 章では，テーパ状の密度分布をもっ半導体フ。ラズ、マがマイクロ波の無反射吸収体として作用することを利用し
て， TE モード通過型モードフィルタの不要成分である TM モード電磁界をプラズマに選択的に吸収させてフィルタ
の特性改善を図る方法を提案している。即ち，シリコンスラブ導波路上に方形断面の導体ストリップを周期的に配し
た構造の線路において プラズ、マの効果を境界要素法を用いて理論的に検討し TM モード電磁界の除去効果の大幅
な改善と，外部への不要幅射の抑圧が可能であるとの結論を得ている。
第 5 章では，結論として，本研究で得られた一連の成果の総括を行っているO
論文審査の結果の要旨
本論文は，半導体の光吸収現象を利用したマイクロ波の光制御技術について述べたものである。すなわち，半導体
に禁止帯幅より大きなエネルギーをもった光を照射して電子一正孔対を励起し半導体の複素誘電率を変化させる
ことにより伝搬するマイクロ波を効率よく制御することをねらいとして行われた研究をまとめたもので，主に次のよ
うな成果をあげている。
(1) 半導体基板を用いたスロット付きマイクロストリップ結合線路の結合度を効率よく光制御する方法を提案し，従
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来の手法と比較して，減衰特性および入出力線路との整合性が大幅に改善できることを示しているO また，この制御
方法を応用したマイクロ波切替器を提案し，その特性を示しているO
(2) マイクロストリップ開放終端線路内に，半導体プラズ、マを光励起できるような空隙部を設けた構造の光制御マイ
クロ波フィルタを提案している O また，差分時間領域法を用いた理論解析により，提案したフィルタのプラズマ密
度と周波数特性の関係を明らかにしている O
(3) プラズマ層を含む周期構造誘電体スラブ導波路の境界要素法による理論解析結果を示し，プラズ、マ密度によって
本導波路が良好なモードフィルタの特性を示すことを明らかにしているO
以上のように本論文は，半導体プラズ、マによるマイクロ波の新しい光制御法を提案し，多くの知見を得ており，電
磁波工学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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